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論文の内容の要旨

　本論文は，位相空間論において主要な研究対象の一つである積空聞の上で，連続関数の拡張問題について論じ

たもので，4章からなる。

　ハー位相空聞Xの部分空問λ上のすべての有界実数値連続関数が全空問X上に連続拡張されるとき，λはXに

C＊一埋蔵されるといい，また，有界なものに隈らない場合は，C一埋蔵されるという。また，A上の位相濃度が高々

γの全ての連続擬距離がX上に連続拡張されるとき，λはXにPアー埋蔵されるという。これらの埋蔵性は，旧く

は今世紀初頭のTietze廿yso㎞の拡張定理，Hausdo㎡の拡張定理に由来しているが，1960年代にこの3種の概念

が，A上の正規被覆のx上への拡張という立場で統一的に表現できることが証明され，研究の発展の要因となっ

たと同時に，次元論やシェイプ理論等の正規被覆を基本的な道具とする分野で盛んに応用されるようになり，今

日，これらの概念は種々の連続写像や開被覆の拡張に関連して，最も基本的に重要なものと考えられている。本

論文は，最近Dydakによって幾何学的観点から新しく導入された拡張概念であるPア（局所有限）一埋蔵性につい

て，有用な特徴付けを得ると同時に，積空問における上記の埋蔵性との関連を探求し，優れた成果を挙げた。ま

た，著者独自の拡張概念を設定し，これをもとに積空問の正規性について未解決問題を肯定的に解決した。

　以下，内容を述べると，第1章では，基本事項の準備の後，本論文に関連する幾つかの基本的事実を述べてい

る。

　1996年Dydakは，CW複体や距離位相を持つ単体的複体に値をとる連続写像の拡張問題に関連して，部分空問

A上の個数γの関数からなる局所有限な1の分割を，全空間Xの局所有隈な1の分割に拡張するPア（局所有限）

一埋蔵性（以下，Pγ（ぱ）一埋蔵性と記す）の概念を導入し，Pし埋蔵性もこの方向から議論し，拡張理論を構

成した。そこにおいてDydakは，Borsuk型のホモトピー拡張定理と関連して，XにPγ（1．f）一埋蔵される部分空

間Aに対して，単位閉区間∫との積λx1がXX∫にPア（1．£）一埋蔵されるか，という問題を提起した。第2章

において著者は，Pγ（1土）一埋蔵性が持つ応用面での難点を解消すべく，この埋蔵性を，局所有限な余零被覆の

拡張という自然な形に特徴付けることに成功した。この特徴付けにより，Dydakの問題は，∫に限らず一般に位相

濃度γのコンパクト乃一空間に対しても肯定的なことが証明され，解決が与えられた。

　部分空間五のXでのPγ一埋蔵性は，位相濃度γのコンパクトτ。一空間Yに対して，λ×γのX×γにおけるC

＊一埋蔵性によって特徴付けられる。これに示唆される問題として，Pγ（1土）一埋蔵性について同様な特徴付けを
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得るには，どのような空間γをとればよいかという問題が生じる。第3章では，ある位相的な型オ（γ，κ，λ）

を持つ空間のクラスを新たに定め，またこのうち標準的な空間として，針がγ本のO次元はりねずみ空問Jア（ω）

を考案して，この間題を解決した。この結果は，1984年にPrzymusi五skiが与えたγが可算の場合の同種の結果を，

それ以後初めて本質的に改良したものである。

　第4章は，積空間の正規性についての研究を中心とする。ここでは，族正規P一空問XとパラコンパクトΣ一

空間γとの積X×γが正規ならば，それは族正規となるか，というLYa㎎の問題に対して肯定解を与えている。

この結果は，1969年γがΣ一空間より強いσ一空閻の場合にNagamiが証明しているが，Σ一空問においては，σ

一空聞より収束の考え方が漢然としており，取り扱いが一般に難解である。著者は，この点を考慮して独自に手

法を見出し，また，新たに弱Zγ一埋蔵性という拡張概念を設定して，被覆に関わる高度な技法を展開し解決に

導いた。

　　　　　　　　　　　　　　　　審査の結果の要旨

　C＊一，C一及びPL埋蔵性の研究は，特に積空問上での議論を主体にして1970年代後半から始まり，今日では

一つの研究分野として定着している。DydakによるPア（1．£）一埋蔵性の導入は研究の新たな展開と言えるが，著

者の余零被覆の拡張によるこの埋蔵性の特徴付けは，従来からのこの方面の研究との関連を与えると同時に大き

く進展させるものと言える。また，積空間の正規性に関する著者の結果は，Nagami以来の研究に一つの区切りを

与えたものとして，極めて高い評価を受けている。本論文は，成果及びその手法を通してこれらの方面の今後の

発展に大いに寄与したものと考えられる。

　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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